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Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
新
た
な
事
業
運
営
体
制

ス
タ
ー
ト

・
・
・
・
・

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
平
成
十
三
年
度
決
算

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
健
康
管
理
体
制
も
見
直
し

。
・
・
・
・
・
・
・

お
知
ら
せ

（
そ
の
１
）

。
第
二
十

一
回
四
国
地
方
本
部
総
会
開
催

。
・
・
・
・
・
・

支
部
だ
よ
り

。
溝
渕
匠
さ
ん
が

「阿
波
路
の
雨
情
」
を
出
版

（徳
島
）

。

・
高
木
輝
夫
さ
ん
と
上
田
昇
さ
ん
が

松
山
市
環
境
衛
生
功
労
賞
を
受
賞

（愛
媛
）

。
・
・
・

テ
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
交
流
会
を
開
催

。

「ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
養
成
講
座
」
受
講
者
募
集

　

・

・
テ
ル
ウ

ェ
ル
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

。
・
・
・
・

人
生
さ
ま
ざ
ま

・
後
半
生
を
生
き
る

。
緑
の
地
球
を
世
界
の
子
供
た
ち
と

・
・
・
・
・
・
・

私
は
今

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｍ

・
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
）

ョ
ー
ナ
ー

。
・
・
・
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
今
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

。
・

サ
ー
ク
ル
紹
介

・
や
ま
も
も
句
会

（高
知
）

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
愛
媛
囲
碁
同
好
会

（愛
媛
）

。
・
・
・
・
・
・
・
・

お
知
ら
せ

（
そ
の
２
）

。

「Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
四
国
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

。
・
・
・
・
・
・

。

「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」
各
県
で
会
員
募
集
中

俳
句

（徳
島
）

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

物
故
者
叙
位
叙
勲

。
敬
弔

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

表
紙
の
言
葉

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

編
集
後
記

・

151515151414 13 1287 666 4  3 2

-1-

口
口
Ｈ

ん
帆



第 119号 四 国 電 友 会 平 成 14年 7月

口ｒｌ．‐Ｎ日Ｔ詢肺
・た晴力ヽ事蝶凄増琳Ⅷ
‐□

Ｎ
Ｔ
Ｔ
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

・
西
会
社
は
、
市
場
構
造

や
競
争
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
る
経
営
シ

ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
よ
り
機
動
的
か

つ
効
率
的
な

業
務
運
営
体
制
に
移
行
し
、
五
月

一
日
か
ら
新
た
な

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
四
国

エ
リ
ア
に
お
け
る
新
体
制

は
、
愛
媛
支
店
と
新
た
に
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社

三
社
に
よ
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
設
立
し
た
会
社
は
、
営
業
系
の
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ツ
グ
ァ
ク
ト
四
国
、
設
備
系
の
い
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
、
総
務

。
共
通
系
の
輸
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ビ
ジ
ネ

ス
ア
ソ
シ
エ
四
国
の
三
社
で
す
。

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
こ
れ
ま
で
設
備
運
営
業

務
を
委
託
し
て
き
た
欄
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
四
国
は
、
今

回
設
立
し
た
設
備
系
の
ｍ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国

に
移
行
し
ま
し
た
。

四
国

エ
リ
ア
に
お
け
る
新
た
な
事
業
運
営

の
仕
組

み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
支
店

①
新
設
グ
ル
ー
プ
会
社

へ
の
業
務
委
託

従
来
、
愛
媛

。
香
川

・
徳
島

。
高
知
の
四
支
店

で
実
施
し
て
き
た
、
注
文
受
付
業
務
、
料
金
関
連

業
務
、
故
障
受
付
業
務
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
を

い
Ｎ
Ｔ
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト
四
国
と
欄
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国

へ
委
託
し
ま
す
。

）

新たな事業運営体制における各社の連携図

含
3

(統 括会社 )

含
3

(地 域会社 /四 国ブ

← →

← ⇒

矢印(●。)は、「連携」を意味します:    2 社員数は、スタート時の概数です。

（
新
　
〈
本
　
社
）

{酪
・「硝

リ
ア
は

一
支
店
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
は
、
四
国
全
体
を
受

け
持

つ
支
店
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
本
体
が
担
当
す
る

業
務

―
―
―
企
画

・
総
務
業
務
、
設
備
業
務
、
ソ

割

”
― ‐
り
を ョ
筆
騰
畔
ぉ
畑
「
接
続
に
関
す
る
業
務

な
お
、
香
川

・
徳
島

。
高
知
の
各
支
店
は

、
愛
媛
支
店
に
属
す
る
県
域
支
店
と
し
て
、

ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
営
業
を
主
体
に
実
施
し
ま

す
。
②
新
た
に
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社

新
設
の
三
社
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支

店
か
ら
委
託
さ
れ
る
業
務
を
ベ
ー
ス
と
し
な

が
ら
、
事
業
領
域
の
拡
大
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

新
設
三
社
の
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
閉
Ｎ
丁
Ｔ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ク
ト

四
国
】

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
業
務
に
関

す
る
事
業

一
一
六
注
文
受
付
、
サ
ー
ビ

ス
オ
ー
ダ
、

料
金
回
収

。
審
査
、
公
衆
電
話
設
置

。
運

営
、
電
報
販
売
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
商
品
等

販
売
に
関
わ
る
お
客
様
対
応
、
各
種
商
品

販
売

○
　
従
来
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
テ
レ

マ

四
国
支
店
が
実
施
し
て
い
た
事
業

各
地
域
に
お
け
る
テ
レ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事
業
、
人
材
派
遣
事
業
、
各
種
商
品
販
売

代
理
店
、
各
種
物
品
販
売
事
業
等

ま
た
、
総
務
、
経
理

・
契
約
業
務
な
ど
は
欄
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ツ
シ
エ
四
国

へ
委
託
し
ま
す
。

②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
の
業
務

従
来
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
西
日
本
全
体
を
三

十
支
店
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
構
造

改
革
で
十
六
支
店
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
国

エ

汁
Ｌ
口

″

　

″

愛

徳

東

E∃←――
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）

愛 媛 支 店
(県域支店 ～ 香‖支店、徳島支店、高知支店)

(社員数  700人 )

洲瑞ittrマ |1釈 )
榊NTTマーケティングアクト
(西日本l社 :本社大阪市)

榊NTTネオメイト四国
(本社:松山市 社員数 2350人 )

榊NTTネオメイト
(西日本1社 :本社大阪市)

籠NTTビジネスアソシエ四国
(本社:lL山市 社員数 130人 )

佛NTTビジネスアツシェ
(全国1社 :本社東京都)
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第 119号 四 国 電 友 会 平 成 14年 7月

）

○
　
業
容
拡
大
を
目
指
す
事
業

新
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
、
地
域

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
　
等

【帥
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
】

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
業
務
に
関
す
る
事

業電
気
通
信
設
備
の
監
視

。
制
御
に
関
す
る
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
業
務
及
び
保
全
管
理
業
務
、　
一
〓
二
等

故
障
受
付
業
務

○
　
従
来
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
四
国
が
実
施
し
て
い
た

事
業
電
気
通
信
設
備
に
関
す
る
調
査

・
設
計

・
工
事

・

保
守
及
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
電
気
通
信
工
事

業
、
電
気
工
事
業
、
塗
装
業
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等

の
設
計

・
施
工

・
保
守
及
び
各
種
商
品
販
売

○
　
業
容
拡
大
を
目
指
す
事
業

Ｓ
Ｉ

。
Ｍ
Ｉ

（注
）
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
と
し
た
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
　
　
等

（注
）

Ｓ
Ｉ
　
お
客
様
が
必
要
と
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
運
用

。
保
守

・
管
理

ま
で
を

一
貫
し
て
行
う
サ
ー
ビ
ス

Ｍ
Ｉ
　
企
業
等
の
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
保

守
監
視

・
運
用
管
理
し
、
最
適
な
保

守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

【
榊
Ｎ
丁
丁
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ
エ
四
国
】

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
受
託
業
務
に
関
す
る
事

ビ
ル

・
土
地
管
理
等
業
務
、
人
事

及
び
給
与
関
連
業
務
、
人
材
育
成
業
務
、
経
理

。

契
約
業
務

○
　
業
容
拡
大
を
目
指
す
事
業

給
与
支
払
業
務
の
外
部
受
託
、
総
務

。
人
事

。
経

理
業
務
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
　
　
等

Ｎ
Ｔ
Ｔ
平
成
十
三
年
度
決
算

―

Ｉ

　

Ｎ

Ｔ

Ｔ

連

結

、

Ｎ

Ｔ

Ｔ

西

日

本

い
ず
れ
も
大
幅
赤
字
　
―
―
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

（連
結
対
象
子
会
社
百
二
十
八

社
）
及
び
主
要
各
社
の
十
三
年
度
決
算
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
連
結
決
算
に
お
け
る

「営
業
収
益
」
は
、

ド
コ
モ
の
収
益
増
も
あ
り
、
十

一
兆
六
千
八
百
十
五

億
円

（前
期
比
２

●
３
％
増
）
。
こ
れ
に

「営
業
費

用
」
と

「営
業
外
損
益
」
を
加
味
し
た

「経
常
損
益

」
は
、
前
期
よ
り
や
や
少
な
い
七
千
百
八
十
二
億
円

（前
期
比
１

・
１
％
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
及
び

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
海
外
投
資
損
失
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

。
西

の
新
し
い
事
業
運
営
体
制
に
向
け
た
構
造
改
革
費
用

を

一
括
し
て
特
別
損
失
に
計
上
し
た
た
め
、

「最
終

損
益
」
は
、
八
千
百
二
十

一
億
円
と
い
う
巨
額
の
赤

字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
を
み
る
と
、

「営
業
収
益
」
は
二

兆
四
千
六
十
七
億
円

（前
期
比
８

●
８
％
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
内
通
話
料
金
の
値
下
げ
、

他
の
通
信
業
者

へ
の
接
続
料
の
改
定
、

マ
イ
ラ
イ
ン

制
度
導
入
に
よ
る
シ
ェ
ア
の
減
な
ど
が
影
響
し
て
、

固
定
電
話
関
連
の
収
益
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
こ
と

一

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に

「営
業
費
用
」
と

「営
業
外
損
益
」
を
加

味
し
た

「経
常
損
益
」
は
、
千
七
百
四
億
円
の
赤
字

と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
事
業
運
営
体
制
に
向
け
た
構
造
改

革
費
用
を

「特
別
損
失
」
に
計
上
し
た
こ
と
か
ら
、

「最
終
損
益
」
は
、
三
千
五
百
五
十
三
億
円
の
赤
字

と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
こ
の
特
別
損
失
を
含
め
た

当
期
の
未
処
理
損
失
は
、
資
本
準
備
金
等
を
取
り
崩

し
て
対
処
し
、
次
期

（
平
成
十
四
年
度
）

へ
の
繰
越

損
失
を
ゼ

ロ
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

総 業
務

厚
生

注: 「NTT連結」は、連結決算の対象となる子会社128社を連結したものです。

N tt Tの 13年度決算概要 (単位 :億円)

営業収益 経常損益 最終損益

NTT連 結 116,815 7,182 ▲8,
９

一

Ｎ
Ｔ
Ｔ
主
要
各
社

持 株 会 社 3,142 927 868

西 日 本 24,067 ▲1,704 ▲3,553

東 日 本 25,736 75 ▲1,867

]ミュニケーションズ 12,751 751 ▲4,107

データ(酷 ) 8,019 471 264

ドコモ (選嚇) 51,715 8,533
０
０
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第 119号 会友電国四 平 成 14年 7月

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
健
康
管
理
体
制
も
見
直
し

新
名
称
は

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
健
康
管
理
セ
ン
タ
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
五
月

一
日
か
ら
社
員
の
健

康
管
理
体
制
を
見
直
し
ま
し
た
。
新
し
い
体
制
と
な

っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
健
康
管
理
セ
ン
タ
の
吉
田
所
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆

☆

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
健
康
管
理
セ
ン
タ

所
長
　
　
士
口
田
　
幸
彦

宮
川
直
子
前
所
長
の
後
任
と

し
て
こ
の
四
月
ょ
り
着
任
し
ま

し
た
吉
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
電

友
会
の
皆
様
方
に
ご
挨
拶
さ
せ

て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
当
セ
ン
タ
は
四
国

エ
リ
ア
に
お
け
る
健
康

管
理
体
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
本
年
五
月

一
日
を
も

ち
ま
し
て
、
名
称
も
愛
媛
健
康
管
理
セ
ン
タ
よ
り
四

国
健
康
管
理
セ
ン
タ
と
変
更
に
な
り
、
健
康
企
画
担

当
及
び
健
康
サ
ー
ビ

ス
担
当
を
受
け
持
ち
、
四
国
全

県
を
統
括
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
の
存
在
の
意
義
自
体
を
、
常
に
自
ら
に
問
い
か
け

つ
つ
、
会
員
の
皆
様
か
ら
も
、
そ
の
存
在
の
意
義
と

必
要
性
を
今
ま
で
以
上
に
認
識
し
て
頂
け
る
よ
う
、

そ
の
業
務
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
お
き
ま
し
て
は
、
全

く
の
新
人
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
電
友
会
会
員
の
皆

様
方
よ
り
、
宜
し
く
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

一

（
そ
の
１
）

Ｆ」瞬」一平一回悧噸倒帥韓郷柵峠燭難る
ョ

電
友
会
四
国
地
方
本
部
は
、
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
で
、
第
二
十

一
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

（
四
国
四
県
の
代
議
員
は
五
十
四
名
）

総
会
は
、
芳
野
本
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
伊
藤
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
長
、
梶
田
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日

本
四
国
支
店
長
及
び
村
上
電
友
会
本
部
会
長
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

香
川
の
千
葉
美
知
子
代
議
員
を
議
長
に
選
出
、
平

成
十
三
年
度
の
事
業
報
告

・
収
支
決
算
及
び
会
計
監

査
報
告
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
審
議

さ
れ
、
次

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一　

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
諸
施
策
の
推
進

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
次

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

０
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
顕
彰
に
努
め
、

「電

友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
候
補
と
し
て
本

部

へ
推
薦
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
状
況
を

会
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
ま
す
。

②
　
会
員
相
互
の
連
携
強
化
の
た
め
、
レ
ク

・
サ

ー
ク
ル
活
動
等
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
活
動
を
会
報
等
で
紹
介
し
ま
す
。

③
　
会
員
交
流
等
に
資
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
の
会
員
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
テ
ル
ウ

ェ
ル
等
と
連
携
し
て
、
ホ
ー

平成 14年 度予算書 (一 般会計 )
(単 位 :千 円 )〈収 入の部〉

金 額 事

前 期 繰 越 金

仮  受  金 繰 越 分

会 費 等 収 入 支 部 か ら

分 担 金 収 入 NTTか ら t総 会費、会報費
の一部 )

配 付 金 収 入 6 342 本部か ら ,人 件費、運営補助

費、評議 員会費 )

総 会 収 入 祝 い金

広 告 収 入 会報 に掲載

利 息 収 入 1

そ の 他 収 入 1,215 保険協力費、公職等調査費

計 9,828

〈支出の部〉

金 額 事

事  業  費 会報 、慶弔見舞金

会  議  費 2 147 総 会費、本部理事会、評議員

会 、事務局長会議、地本理事

会、編集委員会等

事  務  費 5.205 給与 、通勤費、用品費、通信

費、 コピー機賃借料等

会 費 等 支 出 支部へ (運 営補助費 )

そ の 他 支 出 支部へ (保 険協力費等 )

支  出 計 9,573

当期収支差額 仮受金の繰越分を含む

計 9,828

◎特別基金の繰越額は、1,348千 円です。
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ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

０
　
テ
ル
ウ

ェ
ル
が
行
う
社
会
福
祉
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
周
知

に
努
め
、
積
極
的
に
参
加

・
協

力
し
ま
す
。

働
　
年
金

。
介
護
保
険
問
題
に
つ
い
て
、
会
報
等

で
情
報
提
供
し
ま
す
。

０
　
団
体
割
引
の
有
利
性
を
生
か
せ
る
電
友
会
専

用
の
三
保
険

（
自
動
車

。
団
体
傷
害

。
が
ん
保

険
）
に
つ
い
て
、
会
報
等
で
周
知
し
ま
す
。

一
一　
Ｎ
Ｔ
丁
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
支
援

・
協
力
活
動

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
の
支
援
活

動
等
を
推
進
し
ま
す
。

０
　
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
普
及
に
協
力
す
る
た
め
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、

指
導
者
の
確
保

。
育
成
に
努
め

「Ｉ
Ｔ
相
談
」

等
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

②
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
が
実
施
す
る
各
種
施
策
を
積
極
的

に
支
援

。
協
力
し
ま
す
。

０
　
地
域
に
お
け
る
会
員
の
活
動
状
況
等
を
調
査

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
の
連
携
活
動
に
生
か
し
ま
す
。

〓
一　
会
組
織
の
強
化

組
織
の
拡
充

。
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
施
策

を
推
進
し
組
織
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
研
修
会

・
退
職
者

説
明
会
等
で
の
入
会
勧
奨
と
、
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
を
強
化
し
ま
す
。

②
　
未
加
入
者
の
入
会
勧
奨
に
つ
い
て
、
全
役
員

体
制
で

”日
常
的
呼
び
か
け
“
を
行
い
ま
す
。

Ｏ
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、

未
加
入
者
の
入
会
勧
奨
を
強
化
し
ま
す
。

④

　

「会
員
増
強

モ
デ
ル
支
部
」
の
有
効
事
例
を

参
考
に
、
組
織
の
活
性
化
策
を
推
進
し
ま
す
。

Ｑ
　
会
報

・
名
簿
の

「手
配
り
」
を
拡
大
し
、
会

員
相
互
の
交
流
と
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

「
阿
波
路

の
雨
情
」
を
出
版

テ
レ
ビ

で
好
評

―
―（徳
島
）

一耐［鴇拳』峰一本「員̈輔卿囀

一［嚇いヽ（ま』無配稀ド誡げは

童
謡
界
の
三
大
詩
人
と
言
わ
れ
て
い
る
人
で
す
。

溝
渕
さ
ん
は
、
出
版
に
こ
ぎ

つ
け
る
ま
で
に
は
、

当
時
の
新
聞
記
事
、
市
町
村
史
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
等
か
ら
資
料
を
探
す
な
ど
、
地
道
な
作
業
を
続
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
、
徳
島
新
聞
や

四
国
放
送
テ
レ
ビ

「お
は
よ
う
徳
島
」
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

丹
念
に
調
べ
上
げ
た
ご
努
力
と
、
郷
土
史
の
掘
り

起
こ
し
に
拍
手
を
お
く
り
ま
す
。

（溝
渕
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
）

「
阿
波
路
の
雨
情
」
に
つ
い
て

（鴨
島
町
）
　

溝
渕
　
匠

童
謡

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」

「七

つ
の
子
」

「赤
い
靴
」

な
ど
の
作
詞
者

・
野
口
雨
情
が
、
徳
島

へ
来
た
こ
と

を
知
り
、
そ
の
足
跡
を
調
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら

一
十
余
年
が
過
ぎ
去

っ
た
。
そ
の
調
査
結
果
が
纏
ま

っ

た
の
で
、
五
月
二
十
九
日
の
野
口
雨
情
生
誕
百
二
十

年
記
念
に
合
わ
せ
て
、

「阿
波
路
の
雨
情
」
を
自
費

出
版
し
た
。

雨
情
の
来
徳
は
三
度

で
あ
る
。
第

一
回
目
は
大
正

十
二
年
十
二
月
、
童
謡
講
演
会
の
た
め
来
徳
、
二
日

間
で
八
節
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
第
二
回
目
は
昭

和
三
年
四
月
、

「後
生
楽
踊
り
」
四
節
を
発
表
の
た

め
二
日
間
来
徳
し
て
い
る
。
第
二
回
目
は
昭
和
十

一

年
二
月
、
十
九
日
間
に
わ
た
り
県
内
各
地
を
詩
行
脚

し
て
、
実
に
百
二
十
二
節
の
民
謡
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
内
の
十
九
節
の
作
品
が
遺
墨
で
見

つ
か

っ
た
。

ま
た
、
七
節
の
作
品
が
詩
碑
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
探
訪
地
ご
と
に
取
り
ま
と
め
、
写
真

（

一
一
〇
枚
）
、
地
図
、
図
表
な
ど
多
用
し
な
が
ら
野

口
雨
情
像
を
立
体
的
に
構
成
し
た
。

本
の
大
き
さ
は
Ｂ
５
判
、　
一
五
〇
ぺ
―
ジ
。
こ
れ

を
参
考
に
し
て
、　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
雨
情
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
て
ほ
し
い
。

Ｆ‐一隔本醐峡榛恥最は蜘朔弊れ椰受一「「□

（愛
媛
）

五
月
二
十
九
日
に
松
山
市
総
合

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
松
山
市
環
境
衛
生
推
進
連
絡
協

議
会
の
総
会
で
、
環
境
衛
生
功
労
者
と
し
て
愛
媛
電

友
会
会
員
の
高
木
輝
夫
さ
ん
が
松
山
市
長
賞
、
上
田

昇
さ
ん
が
同
協
議
会
会
長
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
、
多
年
に
わ
た
り
清
潔
で
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
率
先
し
て
環
境
衛
生
活
動
に

あ
た

っ
て
来
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
賞
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

溝
渕
匠
さ
ん
が

―
―
―
新
聞
、
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
交
流

会
を
開
催

―
―
十
八
グ
ル
ー
プ
が
参
加

―
―

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
各
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
社
会

に
寄
与
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

現
役
及
び
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

に
充
実
し
た
生
活
を
送

っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
支
援
事
業

を
行

っ
て
い
ま
す
。

四
国
各
県
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
グ
ル
ー
プ

の
交
流
会
を
、
二
月
二
十
日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山

で
開
催
し
、
四
国
の
十
八
グ
ル
ー
プ
二
十
二
名
の
代

表
者
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
山
内
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
四
国
支
店

副
支
店
長
の

「
テ
ル
ウ

ェ
ル
事
業
の
概
要
」
の
説
明

の
後
、
各
県
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
活
動
状
況
等
を
発

表
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
全
体
で
忌
憚
の
な
い
意

見
交
換
を
行
う
な
ど
、
充
実
し
た
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換

の
途
中

に
時
間
を
と
り
、
越
智

文
香
講
師
に
よ
る

「
ム
ー
ビ
メ
ン
ト
教
室
」
が
開
催

さ
れ
、
ム
ー
ビ
メ
ン
ト

（団
体
で
身
近
な
小
道
具
を

使
い
、
知
能
身
体
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
）
を
約

一

時
間
行
い
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
参
加
者
か
ら
次
の
よ
う
な
感
想
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

①
　
毎
年
、
こ
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

定
期
的
に
四
国
の
他

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
活
動
状
況
等
が
わ
か
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

②
　
新
規
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
加
入
者
が
い
な
い
の
が）

一
番
の
悩
み
で
あ
る
が
、
こ
の
交
流
会
で
他
の
グ

ル
ー
プ
も
同
じ
悩
み
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

③
　
今
後
も
、
ぜ
ひ
こ
の
交
流
会
を
続
け
て
ほ
し
い
。

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
養
成
講
座
」
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

テ
ル
ウ
ェ
ル
で
は
、
介
護
支
援
施
策
の

一
環
と
し

て
、
平
成
十
四
年
度
も

「ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
」

の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
養
成
講

座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

（受
講
条
件
は
、
資
格
取
得
後
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
の
皆
様
、
ま
た
、
ご
家
族
の
方
も

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
ざ
い
。

募
集
人
員
は
、
愛
媛
が
二
十
五
名
、
香
川
、
徳
島

、
高
知
各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
十
五
名
、
四
国
四
県
で
合

計
七
十
名
で
す
。

養
成
講
座
は
、
平
成
十
四
年
九
月
か
ら
、
各
県
で

開
始
す
る
予
定
で
す
。

（詳
し
い
こ
と
の
問
い
合
わ
せ
先
）

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
③
四
国
支
店

厚
生
福
祉
サ
ー
ビ
ス
営
業
部

福
祉
共
済
担
当

　

（徳
本
又
は
岡
田
）

●
０
８
９
１
９
３
２
１
９
９
５
５

テルウェルの組織が変わ りま した

一 -6月 1日 か ら 一―

TEL(089)932-9955
FAX(089)933-1933
TEL(089)932-9951
TEL(089)932-9935(社 宅管理)
FAX(089)933-1933

TEL(089)932-9952
FAX(089)935-5358

TEL(089)933-0755
FAX(089)946-0866

TEL(089)932-9953
FAX(089)947-6692

TEL(088)652-6320
FAX(088)652-4183

TEL(088)883-4141
FAX(088)884-6006

TEL(089)932-9905
FAX(089)945-2269

TEL(087)812-1410
FAX(087)812-1409

TEL(089)938-1954
FAX(089)932-8383

TEL(089)932-9954
FAX(089)932-8383

TEL(089)932-9957
FAX(089)933-2338

TEL(089)932-9958
FAX(089)933-2338

TEL(089)932-9957
FAX(089)938-2338

TEL(087)822-5151
FAX(087)821-5856

厚生福祉サービス営業部

福 祉 共 済 担 当

厚生サービス担当

オフィスサポート営業部

人 材 派 遣 担 当

オフィス用品販売担当

営業サービス担当

I T営 業 担 当

NTTコ ム営業担当

ビル総合サービス営業部

ビルサービス担当

技術サービス担当

総 務 経 理 部

企 画 総 務 担 当

人 権 啓 発 室

香 川 営 業 支 店
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緑
の
地
球
を
世
界
の
子
供
た
ち
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
熱
帯
一向
林
の
樹
木
が
伐
採

で
減
少
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
か
れ
た
方
も
多
い
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
う
い
う
所

へ
、
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
林

に
行

っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
に
参
加
し
て
も

う
六
年
に
な
る
の
が
野
田
都
さ
ん
だ
。

野
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十

一
年
四
月
、
戦
後
の
電

話
交
換
第

一
期
生
と
し
て
高
松
郵
便
局
電
話
課
に
採

用
さ
れ
、
二
省
分
離
後
、
当
時
の
香
川
電
気
通
信
部

業
務
課
へ
変
わ
り
交
換
証
の
検
査
業
務
に
、
そ
の
後

、
電
話
帳
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。

当
時
の
こ
と
と
て
苦
労
の
連
続
だ

っ
た
ら
し
く
、

毎
晩
、
仕
事
の
持
ち
帰
り
な
ど
で
、
昭
和
三
十
三
年

に
は
と
う
と
う
半
年
間
病
気
で
休
ま
れ
た
そ
う
だ
。

そ
の
間
、
通
信
訓
練
な
ど
も
受
け
た
が
、
女
子
社

員
の
配
置
転
換
に
伴
い
、
平
成
元
年
二
月
末
の
退
職

ま
で
に
は
、
会
計
課
を
振
出
し
に
線
路
工
事
課

・
契

約
課

。
設
計
課

・
施
工
課
で
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経

験
し
た
。

退
職
後
は
、

「都
泉
」
の
雅
号
で
在
職
中
か
ら
活

動
し
て
い
た
書
道
教
授
な
ど
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に

そ
の
道
を
深
め
よ
う
と
、
ア
イ
パ
ル
香
川

（県
の
国

際
交
流
会
館
）
で
中
国
文
化
を
勉
強
し
て
い
た
と
き

に
、
オ
イ
ス
カ

（国
際
的
に
地
球
環
境
保
全

・
地
域

開
発
協
力
を
行

っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活
動
の
話
を

聞
き
、
そ
れ
に
共
鳴
し
て
会
員
と
な
り
、
タ
イ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
海
外

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
林
作

業
に
参
加
し
は
じ
め
て
も
う
六
年
に
な
る
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
植
林
作
業
は
、
森
林
資
源
の

回
復
を
目
指
す
と
と
も
に
、
現
地
の
人
々
に
木
を
育

て
る
習
慣
と
育
て
る
喜
び
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
オ
イ
ス
カ
が
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
。

野
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
、
五
泊
六
日
で
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
か
ら
高
速
艇
で
二
時
間
半

の
ロ
ン
ボ
ク
島

へ
渡
り
、
さ
ら
に
車
で
約
二
時
間
か

け
て
山
地

へ
入
り
、
約
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地

へ
四

千
本
の
苗
木
を
現
地
の
人
と
協
力
し
て
植
え
た
そ
う

だ
。

聞
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
野
田
さ
ん
は

「外
国
の
人

と
作
業
を
通
じ
て
交
流
す
る
楽
し
さ
や
、
現
地
の
純

真
な
子
供
た
ち
と
の
交
流
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た

い
喜
び
で
す
」

「素
直
に
喜
ん
で
く
れ
る
子
供
の
澄

み
き

っ
た
瞳
を
見
る
と
、
お
金
に
代
え
ら
れ
な
い
喜

び
で
心
身
と
も
に
充
実
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
。

野
田
さ
ん
は
、
戦
後
の
混
乱
期
を
家
族
や
兄
弟
の

た
め
に
働
き
続
け
、
ご
自
身
が
病
魔
に
倒
れ
た
り
、

援
助
を
し
て
い
た
彫
漆
作
家
の
弟
さ
ん
を
働
き
盛
り

で
亡
く
す
る
な
ど
、
随
分
｝゙」
苦
労
さ
れ
た
と
思
う
が

、
ご
本
人
は

「結
婚
話
も
幾

つ
か
あ

っ
た
の
だ
け
ど

、
け

っ
し
て
犠
牲
に
な

っ
た
と
は
思

っ
て
お
り
ま
せ

ん
」
と
言
い
切
る
。

ま
た
、
退
職
後
に
何
回
か
海
外
旅
行
も
し
た
そ
う

だ
が
、
観
光
旅
行
だ
け
で
は
何
か
物
足
り
な
く

「
こ

の
オ
イ
ス
カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
海
外
旅
行
も
で
き

地
球
環
境
保
護
に
も
役
立
て
ら
れ
て
本
当
に
喜
ん
で

い
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
。

書
家
と
し
て
の
精
進
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
電

友
会
の
お
手
伝
い
な
ど
で
多
忙
な
毎
日
だ
が
、
さ
ら

に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（国
際
緊
急
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
）
の
会
員
に
も
な
り
若
い
人
た
ち
と
共
に
頑
張

っ
て
い
て
、
今
年
二
月
に
は
ネ
パ
ー
ル

ヘ
実
地
研
修

に
出
か
け
て
い
る
。

野
田
さ
ん
は
こ
う
い
っ
た
話
を
気
負
い
も
な
く
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
い
っ
そ

う
道

一
筋
に
純
粋
な
気
持
ち
で
行
動
し
て
い
る
野
田

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
心

し
た
。
野
田
さ
ん
が
健
康
に
恵
ま
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
ご

活
躍
さ
れ
る
よ
う
祈

っ
て
筆
を
欄
く
。

（資
延
編
集
委
員
　
記
）

ま
た
、

一
日
は
現

地
の
小
学

生
と
の
交

流
を
行

っ

た
と
の
こ

と
で
、
現

地
の
少
女

と
の
心
温

ま
る
文
通

も
あ
り
、

民
間
外
交

の
す
ば
ら

し
さ
を
聞

か
せ
て
頂

い
た
。

も
ち
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら
旅
費
等
の
経
費

は
す
べ
て
自
己
負
担
だ
。
二
十
万
円
か
ら
二
十
万
円

は
か
か
る
と
思
う
し
、

「な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
」
と ロンボク島で現地の人や子供たちと (中央が野田さん)
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（原
稿
は
五
月
末
ま
で
に

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
）

○

赤
松
　
恒
子
　
（鳴
門
市
）

会
報
を
毎
回
楽
し
み

に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
方
々
の
い
ろ

い
ろ
な
生
き
方
に
勇
気
付
け
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

一
昨
年
、
主
人
が
胆
嚢
の
手
術
を
し
、
直
後
に
脳
梗
塞

に
倒
れ
ま
し
た
が
、
処
置
が
早
か
っ
た
の
で
現
在
は
ほ
と

ん
ど
後
遺
症
も
残
ら
ず
社
会
復
帰
が
で
き
ま
し
た
。

私
も
よ
う
や
く
自
由
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、

今
は
大
正
琴
、
童
謡
、
手
芸
、
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
、
家
庭

菜
園
等
々
、
仲
間
の
輪
も
増
え
ま
し
た
。
余
生
で
な
く
第

二
の
人
生
と
し
て
、
す
べ
て
前
向
き
思
考
で
楽
し
く
悔
い

な
く
、
時
折
は
医
者
と
も
仲
良
く
し
て
行
こ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
家
族
の
健
康
は
我
が
家
の
宝
で
す
。

○

伊
藤
　
国
美

　
（松
山
市
）
　
中
国
戦
線
で
終
戦
“

約

一
年
の
捕
虜
生
活
の
後
、
焼
け
野
原
の
松
山
へ
復
員
。

衣
食
困
窮
の
極
み
。
以
来
、
傘
寿
の
今
年
を
迎
え
、
よ
く

も
ま
あ
生
き
延
び
た
も
の
よ
と
の
思
い
。

心
身
も
衰
え
、
下
手
な
ゴ
ル
フ
も
そ
ろ
そ
ろ
止
め
時
か

と
思
案
。
た
ま
た
ま
四
月
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
盛

五
月
に
盛
大
な
記
念
コ
ン
ペ
を
し
て
い
た
だ
き
ご
厚
情
に

感
謝
。
お
陰
で
元
気
を
い
た
だ
き
、
今
し
ば
ら
く
は
続
け

ら
れ
る
か
と
の
思
い
。

時
折
釣
っ
た
魚
を
喜
ぶ
孫
か
ら
の
電
話
を
家
内
か
ら
聞

い
て

（耳
が
遠
土
電
話
は
昔
手
）
、
ニ
ン
マ
リ
と
た
わ
い

な
い
毎
日
で
す
。

○
　
梅
崎
　
日
出
丸
　

（松
山
市
）
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し

て
二
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
健
康
に
恵
ま
れ
、
今
年
で
喜

寿
を
迎
え
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
か
ら
始
め
た
趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
四
十
五

年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
三
回
、
年）

齢
よ
り
少
な
い
ス
コ
ア
の
エ
イ
ジ

。
シ
ュ
ー
タ
は
六
十
六

回
を
達
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
健
康
維
持
に
努
め
ゴ
ル

フ
を
続
け
、
エ
イ
ジ

・
シ
ュ
ー
タ
七
十
回
達
成
を

一
つ
の

目
標
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。́

こ
れ
か
ら
も
家
族
と
仲
良
く
長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
。

○
　
宇
和
川
　
保
房

　

（松
山
市
）
　

電
友
会
の
皆
様
お

元
気
で
す
か
。
私
も
七
十
中
程
の
歳
に
な
り
ま
し
た
。

諸
先
輩
か
ら
見
れ
ば
ま
だ
若
僧
で
す
が
、
お
つ
む
が
な

か
な
か
の
も
の
で
し
て
、
昨
日
の
木
や
花
の
名
が
今
日
は

さ
っ
ぱ
り
と
忘
れ
て
し
ま
う
今
日
こ
の
頃
。

せ
め
て
健
康
で
も
と
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
　
昴
云財
　
一旦
　

（徳
島
市
）
　
　
　
体
調
を
崩
し
、
第

二
の
就
職
先
を
早
め
に
退
職
し
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
解

放
感
が
薬
石
と
な

っ
た
の
か
、
そ
の
後
体
調
も
復
調
。
子

供
達
も
巣
立

っ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
好
き
な
こ
と
を

好
き
な
だ
け
で
き
る
、
人
生
で

一
番
楽
し
い
時
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
Ｈ
Ｃ
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

○
　
岡
井
　
嘉

一
郎

　

（松
山
市
）
　

公
社
最
後
の
昭
和

六
十
年
二
月
に
退
職
し
十
七
年
。
そ
の
間
、
第
二
就
職
や

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
勤
め
、
四
年
前
か
ら
毎
日
サ
ン
デ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
中
に
は
、
杉
丸
太
が
美
し
い

久
万
町
立
明
神
小
学
校
の
木
造
校
舎
新
築
工
事
の
現
場
監

理
を
行
い
、
よ
い
思
い
出
も
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
健
康
維
持
の
た
め
、
毎
日

一
万
歩
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
、
週

一
回
の
民
詳
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

家
内
と
健
康
な
内
に
と
、
年
数
回
の
旅
行
を
楽
し
み
と

し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

○
　
加
藤
　
弘
和

　

企
呂
知
市
）
　

早
い
も
の
で
退
職
し

て
十
二
年
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
現
役
の
と
き
腰
痛
に
か

か
り
十
年
間
苦
し
み
ま
し
た
。
こ
の
痛
み
か
ら
の
解
放
の

た
め
に
整
体
の
勉
強
を
始
め
、
平
成
二
年
開
業
し
現
在
に

至

っ
て
お
り
ま
す
。

楽
な
姿
勢
を
続
け
て
い
る
と
背
骨
が
歪
み
、
種
々
の
障

害
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
体
験
か
ら
、
皆
様
に
も
元
気
に

な

っ
て
貰
い
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
著
書

「腰
痛

。

一肩
こ
り

。
関
節
痛

。
つ
ら
い
痛
み
が
こ
の
一十
技
で
消
え
た

」
を
出
版
し
ま
し
た
。
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。

明
日
も

一
日
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
川
田
　
ユ
リ
子

　

（高
松
市
）
　

早
い
も
の
で
退
職

し
て
丸
十
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
家
に
居
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
朝
も
少
し
は
ゆ

っ
く
り
で
き
、
落
ち

つ
い
て
暮
ら
せ

る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
は
さ
て
、
相
変
わ

ら
ず
忙
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

時
間
の
許
す
限
り
は
母
の
介
護

へ
、
ま
た
、
地
域
の
婦

人
会
の
お
世
話
等
に
。
そ
の
間
を
ぬ
っ
て
公
民
館
で
絵
手

紙
、
ヨ
ー
ガ
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
忙
し

く
し
て
い
る
こ
と
が
私
の
健
康
の
秘
訣
か
な
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
元
気
で
動
け
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

○
　
河
田
　
英
夫

　

（松
山
市
）
　

退
職
翌
月
五
名
で
始

め
た
飲
み
会
も
九
年
目
で
会
員
二
十
余
名
“
毎
月
集
ま

っ

て
近
況
報
告
や
昔
話
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
二
時
間
。

飲
み
屋
に
も

「Ｎ
Ｔ
Ｔ
酒
楽
会
様
」
の
名
札
が
掛
か
っ
て

お
り
ま
す
。

普
段
は
五
時
前
に
起
床
し
、
石
十
千
参
詣

へ
歩
い
て
往

復

一
時
間
。
お
陰
様
で
心
身
と
も
に
健
康
で
す
。
気
の
向

く
時
は
、
退
職
後
取
得
し
た
宅
建
資
格
を
生
か
し
て
土
地

建
物
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

長
男
は
親
の
老
後
を
心
配
し
て
松
山

へ
帰
り
、
近
く
に

自
宅
を
新
築
し
ま
し
た
。
二
男
は
全
国
転
勤
族
で
現
在
は

大
阪
在
住
で
す
。
双
子
の
孫
娘
と
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
シ
ャ
ベ
リ

ッ
チ
で
曇
電
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

）
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）

○
　
後
藤
　
利
幸

　
（松
山
市
）

「ば
あ
ち
ゃ
ん
の
目
に
贅
沢
な
紙
お
む
つ
」
　

利
幸

こ
の
句
は
昨
年
の
県
民
文
化
祭
の
入
選
句
で
す
。

私
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
、
民
間
企
業
に
再
就
職
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
七
年
前
に
そ
れ
を
辞
し
て
か
ら
、
自
転
車
で

足
腰
を
鍛
え
る

一
方
、　
一
生
の
趣
味
と
し
て

「川
柳
」
を

習
い
、
今
は
県
内
の
川
柳
大
会

（百
人
以
上
集
ま
る
大
会

十
ヵ
所
ほ
ど
）
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
大
会
へ
も
時
々
参
加

す
る
な
ど
、
脳
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
余
生
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。
最
後
に
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

一
句

コ白
歳
の
匹
界
型
堂
り
％
甲
し上
る
」

一題
野
野
十

〇
　
近
藤

功

一
　

（藍
住
町
）
　

平
成
七
年
阪
神
大
震

災
の
一
月
後
に
大
腸
ガ
ン
の
手
術
「
ド
ッ
ク
の
お
蔭
で
早

期
発
見
。
九
死
に
一
生
を
得
て
、
退
職
後
四
年
の
現
在
は

健
康
で
、
毎
週
土
曜
日
の
囲
碁
サ
ー
ク
ル

「縁
台
ク
ラ
ブ

」
で
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
と
旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。

平
穏
な
生
活
の
中
で
感
動
し
た
の
が
四
国
八
十
八
ヵ
所

を
結
願
出
来
た
こ
と
。
十
笠
即
ひ
ら
つ
い
で
詣
り
そ
督
ツ

返
し
て
い
ま
し
た
が
、
夫
婦
上
（々

五
体
不
満
足
で
修
行
の

道
場
Ｌ
讐
口わ
れ
る
土
佐
路
へ
足
が
向
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
念
発
起
、
残
っ
た
難
所
を
打
ち
終
え
、
す
が
す
が
し
い

気
分
に
な
り
、
お
礼
詣
り
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

○
　
澤
井
　
智
恵
子
　
会局
松
市
）
　

職
場
を
去
っ
て
は

や
六
年
。
退
職
前
に
え
が
い
て
い
た
夢
も
年
々
す
ば
ん
で
、

今
で
は
家
庭
菜
園
に
主
人
と
二
人
で
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

在
職
中
に
は
草
ぼ
う
ぼ
う
で
負
担
に
な
っ
て
い
た
畑
が
、

今
で
は
季
節
の
新
鮮
な
野
菜
を
食
卓
へ
、
花
々
が
部
屋
に

う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

鳥
や
虫
の
声
で
季
節
の
移
り
か
わ
り
を
感
じ
た
り
、
自

然
を
改
め
て
満
喫
し
て
い
る
昨
今
で
す
。
友
人
の
訃
報
を

耳
に
す
る
に
つ
け
、
今
の
健
康
に
感
謝
し
、
心
身
共
に
元

気
で
、
自
分
ら
し
く
歩
み
た
い
と
の
思
い
で
す
。

○
　
由
星
低
　
操

　

（宇
和
町
）
　

平
成
六
年
末
退
職
し
た

と
き
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
、
車

」り
す
籍
塑

入
浴
介
助
等
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
‐
三
級
の
資
格
を
取
り
ま
し

た

（二
級
は
年
齢
制
限
で
ダ
メ
）
。
し
か
し
、
介
護
保
険

施
行
後
は
、
　
”介
護
は
お
金
で
“
と
い
う
感
じ
と
な
り
、

人↑
護
の
場
で
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
が
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
は
昨
年
末
か
ら
民
生

・
児
童
委
員
を

引
受
け
、
地
域
の
お
年
寄
り
と
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
盲
人
図
書
館
へ
本

を
納
め
た
り
、
長
年
続
け
て
い
る
茶
道
や
山
登
り
を
楽
し

む
な
ど
、
健
康
な
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

○
　
田
中
　
｛
九
　

（多
度
津
町
）
　

退
職
し
て
八
年
余
り
。

第
二
の
職
場

（ド
コ
モ
関
連
）
も
二
年
前
に
や
め
、
二
人

の
息
子
達
は
独
立
し
て
都
会
生
活
を
し
て
い
る
の
で
、
家

内
と
二
人
き
り
の
生
活
で
す
が
、
元
気
で
暮
ら
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
、
民
生
委
員

ム
貝
偏
（ム
の
役
員

。
寺
の
総

代
等
地
域
の
お
世
話
を
し
な
が
ら
結
構
多
忙
な
毎
日
で
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
家
庭
菜
園
で
四
一李
折
々
の
野
菜
作
り

で
汗
を
流
し
、
合
間
を
見
て
Ｏ
Ｂ
会
等
の
サ
ー
ク
ル
で
野

山
の
散
策
や
ゴ
ル
フ
等
で
体
を
動
か
し
、
ま
た
、
年
数
回

の
小
旅
行
で
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

○
　
玉
井
　
一二
鶴

　

公
ユ
埋
Ｃ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
共
済
会
と

長
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
卒
業
し
て
八
年
に
な
り
ま
す
。

退
職
後
は
、
健
康
増
進
の
た
め
に
八
十
坪
程
の
土
地
に

有
機
無
農
薬
で
野
菜
づ
く
り
に
努
め
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
、

釣
に
と
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
と
自

治
会
の
お
世
話
や
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ボ
ケ
防
止
に
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
ま
し
た
が
、
果
た
し
て

い
つ
ま
で
続
く
や
ら
？

）
○

申
井

音
太
郎
　

（観
青
寺
市
）
　

退
職
し
て

一

十
年
。
趣
味
の
民
謡

・
カ
ラ
オ
ケ
等
は
、
各
教
室
で
楽
譜

及
び
発
声
方
法
と
歌
の
勉
強
。
大
声
を
出
す
練
習
は
、
山

道
を
運
転
中
で
危
険
の
な
い
時
に
ド
レ
ミ
等
を
数
分
¨

ゴ
ル
フ
も
好
き
で

「八

一
会
」
の
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
感
謝
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

一
度
や
っ
て
み
た
い

も
の
で
す
が
体
が
続
き
ま
す
か
？

今
年
は
喜
寿
ヽ
運
悪
く
体
調
を
崩
ｔ
通
院
中
。
よ
く
な

り
次
第
、
散
歩

・
ラ
ジ
オ
体
操

。
名
ば
か
り
の
果
樹
の
世

話
も
。
ま
た
、
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
囲
碁
等
も
勉
強
し

て
少
し
で
も
技
術
を
伸
ば
し
た
い
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
華
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○

中
西

甫
子
　
（鳴
門
市
）
　

皆
様
お
元
気
で
し

ょ
う
か
っ
平
成
九
年
定
年
退
職
後
、
毎
日
サ
ン
デ
ー
に
浮

か
れ
て
海
外
旅
行
に
飛
躍
、
大
正
琴
の
師
範
免
状
を
と
り

、
六
十

一
歳
に
し
て
水
着
に
な
り
泳
ぐ
楽
し
み
を
覚
え
、

三
百
冊
近
い
本
を
読
み
あ
さ
っ
た
頃
ヽ
救
急
車
で
病
院
ヘ

運
ぼ
れ
る
体
験
も
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
因
不
明
で
過

労
と
の
こ
と
に
ガ
ッ
ク
リ
。
健
康
の
大
切
さ
と
老
い
を
痛

感
し
ま
し
た
。
長
男
長
女
も
結
婚
し
、
や
っ
と
親
の
務
め

を
終
え
た
の
で
、
今
後
は
、
孫
の
誕
生
を
待
ち
な
が
ら
ゆ

っ
た
り
余
生
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

○
　
野
島
　
千
代
子
　

（坂
出
市
）

十
年

一
昔
と
申
し

ま
す
が
、
退
職
し
て
も
？
亡

一年
に
な
り
ま
す
。
両
親
を

見
送
り
、
休
む
間
も
な
く
息
子
夫
婦
に
孫
二
人
と
同
民

賑
や
か
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

夫
と
も
ど
も
、
今
の
と
こ
ろ
健
康
に
恵
ま
れ
自
然
を
愛

で
、
そ
の
恵
み
を
少
し
ず
つ
頂
き
な
が
ら
、
人
は
や
っ
ぱ

り
動
く
も
の
な
ん
だ
と
納
得
し
た
り
感
謝
し
た
り
で
す
。

で
も
、
今
も
戦
時
下
に
あ
る
国
の
人
々
の
こ
と
を
思
う

と
胸
が
痛
み
ま
す
。
何
も
変
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
平
凡
な

毎
日
に
乾
脈
∵
・
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○
　
野
々
下
　
チ
ヱ
子

　

（新
居
浜
市
）
　
　
退
職
し
て

七
年
。
娘
が
イ
ギ
リ
ス
駐
在
七
年
の
間
、
毎
年
出
か
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。
娘
の

「日
本
は

住
み
に
く
い
」
の
言
葉
に
納
得
で
す
。

週
三
回
、
近
く
の
中
学
校
の
体
育
館
で
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
を
主
人
と
と
も
に
汗
を
流
し
、　
一
回
り
下
の
人
達
と
夢

中
に
な
っ
て
く
た
び
れ
、

「無
茶
は
で
き
な
い
な
あ
」
と

実
感
で
す
。
三
十
年
前
に
取
っ
た
車
の
免
許
で
乗
る
気
に

な
っ
て
教
習
所
へ
通
い
、

「い
つ
か
乗
れ
れ
ば
も
つ
け
も

の
」
で
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
、
長
い
間
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
お

世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
が
ら
、
明
る
く
一理
同
き

に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
　
浜
井
　
保
子

　

（徳
島
市
）
　

早
い
も
の
で
退
職
を

し
て
十

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
両
親
を
見
送
り
子
供
達
も

結
婚
し
て
県
外
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
夫
も
退

職
し
、
二
人
で
毎
日
日
曜
日
で
す
。

今
は
四
国
八
十
八
ヵ
所
の
参
拝
を
済
ま
し
、
西
国
三
十

二
番
札
所
ま
い
り
に
体
と
相
談
し
な
が
ら
、
二
人
で
日
数

回
数
を
掛
け
て
も
と
始
め
て
い
ま
す
。

退
職
し
て
か
ら
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た

「美
味
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
料
理
作
り
と
食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
、
花
見
や
観
劇
に
行

っ
た
り
と
、
良
い
友
達
に
も
恵
ま

れ
て
、
毎
日
を
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

○
　
林
　
美
弥
子

　

（日
高
村
）
　

私
ど
も
二
人
暮
ら
し

に
、　
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
私
の
父
が
加
わ
リ
ヤ
カ
マ
シ

イ
毎
日
で
す
。
月
水
金
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
父
の
送
り
迎

え
、
日
曜
日
は
健
康
維
持
の
た
め
春
野
の
体
育
館
に
通
っ

て
い
ま
す
。
二
週
間
に

一
回

（金
曜
日
）
は
お
友
達
と

一

緒
に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
集
ま
り
で
す
。
そ
の
間
に
、
白
中仕

事
も
や
っ
て
ま
す
よ
。
今
の
時
期
は
、
お
茶
摘
み
、
雑
草

と
の
闘
い
で
す
。

孫
達

（二
人
）
が
遊
び
に
来
る
と
、
も
う
テ
ン
ヤ
ワ
ン

ヤ
。
元
気
で
す
。
し
か
し
、
ヨ
イ
シ
ョ
の
掛
声
が
必
要
な）

今
日
こ
の
頃
で
オ
ン。

皆
さ
ん
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

○
　
日
野
　
隆

一
　

（松
山
市
）
　

退
職
後
十
年
が
過
ぎ
、

と
う
と
う
老
人
手
帳
で
航
空
運
賃

。
温
泉
割
引
等
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
特
典
を

利
用
し
て
、
と
き
ど
き
東
京

へ
出
か
け
て
在
京
の
娘
及
び

一畳

一
。
中
二
の
孫
娘
と
デ
ィ
ズ
ニ
Ｉ
Ｃ
等
の
新
名
所
で
デ

ー
ト
を
楽
し
む
な
ど
し
て
若
返
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
に
我
が
家
を
息
子
が
二
世
帯
住
宅
に
建

て
替
え
た
た
め
、
息
子
夫
婦
、
小
三

。
年
中
組
の
悪
坊
主

と
騒
々
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

今
の
夢
は
、
十
七
年
ぶ
り
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
優
勝

―
実
現
を
願

っ
て

一
喜

一
憂
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。

○
　
藤
本
　
哲
雄

　

（さ
ぬ
き
市
）
　

退
職
し
て
早
，ヽ
も

四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
会
社
で
嘱

託
と
し
て
、
土
地
使
用
折
衝

・
部
外
工
事
立
会
の
作
業
に

従
事
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

健
康
状
態
は
、
在
職
中
か
ら
糖
尿
病
の
持
病
が
あ
り
、

合
併
症
の
併
発
を
恐
れ
、
好
物
の
甘
い
も
の
も
控
え
、
健

康
食
品

（カ
イ
ア
ポ
）
の
服
用
や
運
動
療
法

（ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
を
励
行
中
。
現
在
、
特
に
病
状
の
進
行
も
な
く
血

糖
値
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

家
族
は
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
、
息
子
の
結
婚
を
待
ち
望

ん
で
い
ま
す
。
特
に
趣
味
は
な
く
、
週

一
回
程
度
、
近
辺

の
温
泉
通
い
と
外
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

Ｏ
　
米
谷
　
貞
子

　

（高
松
市
）
　

退
職
し
て
は
や
十

一

年
に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
年
の
初
め
に

「三
遊
会
」

（平

成
三
年
退
職
三
十

一
名
）
の
人
達
と
、
温
泉

介
何
っ
た
り

食
事
会
等
で
元
気
な
顔
を
合
わ
せ
、
近
況

。
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
、
週
三
～
四
日
主
人
と

一
緒
に
仲
良

く
？

一
時
間
程
夕
方
に
歩
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ケ
防
止
に
週

一
回

「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
愛
好

〈
ご

の
勉
強
会
で
パ
ソ
コ
ン
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
教
わ
っ
て
い

ま
す
。
な
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
検
索
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

○
　
松
長
　
千
鶴
子

　

（松
前
町
）
　

朝
四
時
半
、
健
康

な
目
覚
め
に
感
謝
し
つ
つ
家
事
を
し
な
が
ら
、
夜
明
け
を

待

っ
て
、
庭
に
飛
び
出
す
毎
日
で
す
。
草
花
、
庭
木
が
四

一李
折
々
の
表
現
を
見
せ
て
く
れ
、
心
を
弾
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。山
草
の
会
や
、
植
物
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
友
と
の
山
歩
き

で
珍
し
い
草
花
と
出
会

っ
た
と
き
の
嬉
し
さ
。
同
好
の
友

人
と
一手
作
り
の
料
理
や
お
菓
子
で
花
を
見
な
が
ら
の
お
し

ゃ
べ
り
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

ま
た
、
春

・
秋
の
花
祭
り
に
出
展
す
る
た
め
の
育
成

。

準
備
と
全
く
忙
し
い
日
々
で
す
が
、
健
康
の
た
め
一墨
庭
の

別
棟
で
夫
と
卓
球
を
精

一
杯
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
感
乳

○
　
松
本

集

　

（松
山
市
）
　

退
職
し
て
二
十

一
年
、

間
も
な
′
豊
塁
弓

こ
の
間
、
町
内
会
で
は
審
議
委
員

。
会

計

・
老
人
会
等
の
お
世
話
を
仰
せ

つ
か
り
、
昨
年
、
解
放

さ
れ
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
心
の
準
備
を
と
、
公
社

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
入
社
第

一
歩
の
逓
信
講
習
所
か
ら
退
職
ま
で
四
十
年
余
、
公
社
人

と
し
て
社
会
人
と
し
て

「私
の
生
命

（生
き
た
）
七
十
余

年
」
の

「綴
り
か
た
」
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
ま
で
書
き
留
め
た
メ
モ
な
ど
資
料
に
も
悲
士号
」も
ご
も

、
懐
か
し
さ
を
思
い
な
が
ら
整
理
し
て
い
る
今
日
で
す
。

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（）

丸
岡
　
幸
春

　

（丸
亀
市
）

早
い
も
の
で
退
職
し

一

教註
騨
劉
腑
篤
笏
”脇
曇鵞
賠
喫

）
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み
ち
」
を
家
内
と
二
人
で
完
歩
し
ま
し
た
ｃ
途
中
、
腰
痛

を

一
年
ほ
ど
患
い
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
元
気
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。
今
は
、
近
く
の
里
山
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
囲
碁
が
趣
味
で
す
。

７
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ヘ
行

っ
た
り
、
月
刊
誌
等
を
読
ん
で
棋
譜
を
並
べ
た
り
し

て
い
る
と
退
屈
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

○
　
宮
本
　
潤

一
郎

　

全
畳
知
市
）
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し

て
八
年
余
、
第
二
の
職
場

（Ｔ
銀
行
）
も
二
年
前
に
退
職

し
ま
し
た
。
昨
年
に
は
、
市
か
ら
夫
婦
と
も
に

「長
表
手

帳
」
を
貫
い
ま
し
た
が
、
身
体
は
春
の
花
粉
症
以
外
は
ま

ず
ま
ず
で
す
。
退
職
後
、
頭
の
体
操
に
な
る
か
な
？
と
始

め
た
謡
曲
と
カ
ラ
オ
ケ
が
効
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
謡
曲
は
毎
回
の
稽
古
で
先
生
か
ら
厳
し
い
注
意
を
受

け
な
が
ら
も
、
習
い
も
の
の
幾

つ
か
を
済
ま
せ
、
発
表
会

な
ど
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
家
族

。
友
達
を

大
事
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
　
宮
脇
　
・満
義

　

（松
山
市
）

白
く
薄
い
頭
髪
を
思

い
き

っ
て
茶
色
に
染
め
た
。
額
の
後
退
し
た
所
に
部
分
カ

ツ
ラ
を
着
用
し
た
。
黄
茶
色
に
変
わ
っ
た
前
歯
部
分
に
は

自
く
光
沢
の
あ
る
マ
ニ
キ

ュ
ア
を
施
す
。
鏡
の
中
に
居
る

姿
は
四
十
歳
代
な
の
だ
―
色
コ
ン
タ
ク
ト
を
眼
に
入
れ
る

と
白
人
一糸
外
国
人
風
に
も
変
わ
る
。

「ホ
ン
マ
の
外
国
人

や
」
と
通
学
路
の
小
学
生
は
一言
っ
て
い
る
が
、
ネ
コ
背
と

歩
く
毎
に
左
右
に
振
れ
る
頭
は
矯
上
で
き
な
い
。

家
族
や
近
所
の
人
達
に
は
直
ぐ
に
見
破
ら
れ
て
し
ま
っ

た

。
・
・
。
担
夏
の
自
日
夢
の

一
編
で
あ
る
。

○
　
村
上
　
一
一郎

　

（北
条
市
）
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
卒
業
し
て

は
や
十

一
年
。
年
齢
も
六
十
七
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
走
り
去

っ
て
行
く
冬
月
を
、
た
だ
茫
然
と
見
送
る
日

々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

心
身
と
も
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
ボ
デ
ィ

（身
体
）

。
足
回
り

（足
腰
）

。
制
御
盤

（頭
脳
）
は
年
齢
並
み
に
劣
化
が
進
み
、
な
ん

と
か
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

社
会
の
急
激
な
変
化
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
日
々
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
覗
き
、
パ
ソ
コ
ン
遊
び
で
社
会
の
動
き

に
つ
い
て
行
く
毎
日
で
す
。

○
　
森
　
景
信

　

（宿
毛
市
）
　

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

響

頁

会
員
の
消
息

「私
は
今
」
の
欄
を
ま

っ
先
に
開
き

ま
す
。
私
も
、
会
社

・
テ
ル
ウ
ェ
ル
を
卒
業
し
二
年
過
ぎ

ま
し
た
。
卒
業
を
待

っ
て
い
た
よ
う
に
地
区
長
、
今
年
は

宿
毛
市
地
区
長
連
人
ス
ム副
会
長
を
や
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
的
に
は
詩
吟
を
始
め
ま
し
た
。
朝
晩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
時
に
先
生
の
吟
を
聞
き
、
自
分
も
吟
じ
て
い
ま
す
。

月
二
回
の
授
業
で
は
な
か
な
か
上
手
く
な
り
ま
せ
ん
が
、

気
長
く
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
便
り
が
皆
様
の
お
目
に
か
か
る
頃
は
首
（夏
と
思
い

ま
す
。
御
自
愛
専

一
の
ほ
ど
祈
り
上
げ
ま
す
。

○
　
森
　
繁

　

（波
方
町
）
　

光
陰
矢
の
如
し
と
か
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
二
十
余
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
前
半
は
健
康
に
も
恵
ま
れ
順
調
で
し
た
が
、

後
半
は

一
転
し
て
脊
柱
管
狭
窄
症
に
よ
る
腰
痛
に
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
き
っ
て
昨
年
九
月
、
愛

大
付
属
病
院
で
手
術
を
受
け
、
三
ヵ
月
余
り
の
闘
病
生
活

を
経
て
年
末
に
退
院
。
現
在
は
近
く
の
病
院
で
足
腰
の
筋

力
増
進
の
た
め
鋭
意
リ
ハ
ビ
リ
中
で
す
。

今
後
は
健
康
維
持
を
第

一
に
、
残
り
少
な
い
人
生
を
有

意
義
に
過
ご
し
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

〇
　
一二
本
　
栄
子

　

（伊
野
町
）
　

第
二
の
職
場
ド
コ

モ
を
退
職
し
て
六
年
が
経
ち
ま
し
た
。
趣
味
の
リ
ボ
ン
フ

ラ
ワ
ー
の
技
術
を
活
か
し
、
各
種
介
護
施
設
等
で
造
花
作

り
の
指
導
を
し
た
り
、
地
域
の
ミ
ニ
ア
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開

）
催

（月
二
回
）
等
、
相
互
扶
助
の
精
神
で
生
き
甲
斐
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
を
活
動
の
目
的
と
し
て
、
楽
し
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
｝脩
勲
そ
冥
施
中
で
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
元
気
で
毎
日
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

若
か
り
し
頃
夢
中
で
あ
っ
た

「ゴ
ル
フ
」
も
、
寄
る
年

波
に
は
勝
て
ず
、
ス
コ
ア
の
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
は
著
し
く
、

魅
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
様

お
身
体
お
大
切
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

○
　
吉
岡

榮
子
　
（上
板
町
）
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し

今
年
で
は
や
十
五
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

七
十
歳
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
一
年
の
経
過
の
早
い
こ
と
を

痛
感
す
る
昨
今
で
す
。

現
在
は
主
人
と
二
人
暮
ら
し
で
す
が
、
月
に
何
回
か
の

病
院
通
い
で
、
健
康
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

〈
ス

孫
達
が
六
人
お
り
ま
す
が
、
電
話
あ
り
、
一手
紙
も

届
き
ま
す
が
、
必
ず

「爺
ち
ゃ
ん
婆
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
長
生
き
し
て
ネ
」
と
言
わ
れ
る
と
つ
い
顔
が
ほ

こ
ろ
び
、　
一
番
の
良
薬
で
す
。

趣
味
は
、
書
道
と
水
墨
画
教
室
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

が
、
仲
間
と
の
親
睦
で
楽
し
い
毎
日
で
す
。

○
　
渡
部

童
偉
“
　
爺
側居
浜
市
）

水
墨
画
を
習
い
始

め
て
ほ
ぼ
十
年
。
ま
だ
ま
だ
稚
拙
で
す
が
、
昨
年
は
東
京

で
二
度
目
の
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
展
で
も
初
め

て
出
品
し
、
選
に
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。

退
職
当
時
は
、
い
ろ
い
ろ
夢
を
抱
い
て
、
自
由
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
が
、
大
分
ヽ
道
草
を
喰
っ
て
い
ま
す
。

老
年
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
せ
め
て
一
つ
で
も
成
就
で

き
れ
ば
と
、
一言
え
る
体
力
と
相
談
し
な
が
ら
、
制
作
の
時

間
を
持
ち
た
い
と
願
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。
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中
山
　
忠
彦

（高
松
市
）

私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
は
、

コ
け
一
り

¨
＼
＼
１
１
ｌ
ｏ
　

ｏ
ｏ
Ｆ
　
●
ｏ
・

」
ｏ
＼
２
，

う
１
０
ω
Ｎ
ｏ
＼

で
す
。

千
葉
弘
昭
さ
ん
や
谷
本
喜
彦
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

現
在
、
第
５
作
目
を
今
年
の
二
月
二
十
日
か
ら
公
開

し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
八
月
、
香
川
Ｉ
Ｔ
愛
好
会

の
勉
強
会
で
、

千
葉
弘
昭
さ
ん
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

に
つ
い

て
初
め
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
も
そ
う
で
す

が
、
使
用
し
た
作
成

・
転
送
ソ
フ
ト
は

「ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
二
〇
〇

一
」
で
す
。

そ
の
時
の
感
想
を
強
い
て
例
え
れ
ば
、
幼
児
が
大

人
に
手
を
引

っ
張
ら
れ
て
、
外
国
の
暗

い
夜
の
町
を

足
を

つ
ま
突
か
せ
、
時
に
は
転
び
な
が
ら
、
何
処
か

の
立
派
な
邸
宅
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら

っ
て
驚
い
た

と
で
も
言

っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

早
速
、

「Ｏ
Ｃ
Ｎ
」

ヘ
ペ
ー
ジ
開
設
の
申
込
み
を

し
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て

「
で
き
る
ホ
ー
ム
ビ
ル
ダ

ー
二
〇
〇

一
」
を
購
入
し
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
の
中
身
を
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
漸
く

第
３
作
目
を
作
り
上
げ
、
自
分
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て
富
士
山
の
九
合
目
ぐ
ら
い

ま
で
登

っ
た

つ
も
り
で
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

が
大
変
で
失
敗
の
連
続
で
し
た
。
九
合
目
な
ん
て
、

六
合
目
ま
で
も
行

っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。

失
敗
そ
の

一

多
く
の
失
敗
の
中
か
ら
、
そ
の

一
部
を
披
露
し
ま）

す
と
、
ま
ず
、
苦
心
の
末
に
出
来
上
が

っ
た
３
作
目

の
作
品
を
公
開
す
る
た
め
、
自
分

の
ペ
ー
ジ

エ
リ
ア

に
初
め
て
転
送
し
よ
う
と
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

途
中

で

「
エ
ラ
ー
」
の
表
示
が
出
て
転
送
が
出
来

な
い
の
で
す
。

「
壬
フ
ー
」
の
理
由
は
記
述
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
ま
た
理
解
で
き
な
い
情
け
な

さ
。
三
日
ほ
ど
パ
ソ
コ
ン
と
テ
キ
ス
ト
を
晩
み
続
け

な
が
ら
、
デ
ー
タ
の
修
正
か
ら
始
め
て
何
回
か
繰
り

返
し
た
末
、
や

っ
と
理
由
が
判
り
ま
し
た
。

挿
入
し
た
画
像

（
写
真
）
の
フ
ァ
イ
ル
名
に
日
本

語
を
使

っ
て
い
た
の
で
す
。

テ
キ

ス
ト
に
は
、

「半
角
英
数
字

で
フ
ァ
イ
ル
名

を
入
れ
る
」
と
し
か
書

い
て
な
く
、

「画
像
の
フ
ァ

イ
ル
名
も
同
様
で
日
本
語
は
使
用
し
な
い
こ
と
」
と

書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
て
の
フ
ァ
イ
ル
名
、

フ
ォ
ル
ダ

ー
名
に
は
半
角

英
数
字
だ
け
し
か
使
え
な
か

っ
た
の
で
す
。

失
敗
そ
の
二

こ
れ
は
４
作
目
を
作

っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

写
真
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
や
す
く
親
し
み
や
す

い
も
の
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
私
も
写
真
を
多
く
取
り

入
れ
て
作

っ
て
み
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
点
で
は
、

写
真
が
凄
く
多
く
の
デ
ー
タ
量
を
取
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
サ
ー
バ
ー
に
転
送
し
た
後
、
ア
ク
セ
ス
し
た

時
に
開
き
終
わ
る
ま
で
に
何
十
秒
も
か
か
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
と
き
の
時
間
は
１０
秒
で
も
長
く
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
、
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
証
し

よ
う
と
し
て
い
る
私
自
身
で
も
待

つ
の
が
嫌
に
な
り

ま
し
た
。
ま
し
て
他
人
様
は
そ
れ
以
上
で
す
。

子
供
や
友
人

に
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
は
、
画
像
処
理
ソ
フ
ト
で
サ
イ
ズ
を
小
さ
く

し
、
ぺ
‐
ジ
作
成

ソ
フ
ト
で

「画
像
の
編
集
」
処
理

を
し
て
い
ま
す
。

失
敗
そ
の
三

５
作
目
で
し
た
。
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
カ

ウ
ン
タ
を
設
置
し
て
や
ろ
う
と
思
い
、
ぺ
―
ジ
作
成

ソ
フ
ト
の
ヘ
ル
プ
を
見
て
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
言
語
で
カ
ウ

ン
タ
表
示
の
た
め
の
ロ
ー
マ
字
を
入
力
し
ま
し
た
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
二
〇
〇

一
で
は
ソ
ー
ス

言
語
で
作
成
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
転
送
を
済
ま
せ
て
、
心
弾
ま
せ

て
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
開
い
て
み
る
と
、
カ
ウ
ン

タ
が
出
て
こ
な
い
の
で
す
。

こ
れ
も
ま
た
、
丸

一
日
、
パ
ソ
コ
ン
を
相
手
に
何

回
も
カ
ウ
ン
タ
の
た
め
の
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
言
語
の
入
力
と

サ
ー
バ
ー
ヘ
の
転
送
を
試
み
て
み
ま
し
た
が
、
そ
の

日
は
、
と
う
と
う
駄
日
で
し
た
。

翌
日
、
す

っ
き
り
し
た
頭
で
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
言
語
の
ス

ペ
ル
を
よ
く
よ
く
見
て
み
る
と
、
ス
ペ
ル
の
途
中
に

一
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た
。
ス
ペ
ー
ス
も

一
種
の
文
字
な
の
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
本
当
に
融
通
が
効
か
な
い
も
の
だ
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
小
さ
い
失
敗
は
幾
ら
で
も
あ
り
ま
す

が
、
紙
面
の
都
合
上

こ
の
く
ら
い
に
し
て
お
き
、
終

わ
り
に
、
私
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
当
た

っ
て

常
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
昔
、
仕
事
の
上
で
使

っ
て
い
た

「基
本
設
計
」
と

「詳
細
設
計
」
を
綿
密

に
行

っ
た
上
で
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

で
す
。

（
そ
れ
で
も
失
敗
は
し
ま
す
。
）

毎
日
、
パ
ソ
コ
ン
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
、

「

急
が
ば
回
れ
」
で
、
次
々
と

「新
し
い
こ
と
に
挑
戦

一
し
て
、

「失
敗
を
繰
り
返
す
」
こ
と
が
パ
ソ
コ
ン

上
達
の
秘
訣
だ
と
信
じ
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
ま
た
楽
し
く
、
全
く
パ
ソ
コ
ン
に
、
は

ま
り
こ
ん
で
い
る
現
在
の
自
分
が
可
笑
し
く
な
り
ま

す
ｃ）

―- 12 -―
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Ｎ

丁

Ｔ

口

Ｏ

Ｂ

今

治

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

代
表
者
　
田
村
　
政
明

（今
治
市
）

私
た
ち

「Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
今
治
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」

グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
七
年
二
月
に
結
成
、
当
初
は
手

さ
ぐ
り
で
の
活
動
で
し
た
。
し
か
し
活
動
を
継
続

・

拡
大
す
る
に
は
、
地
域
の
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

も
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
治
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
登
録
し
、

「今
治
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連

絡
協
議
会
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

当
会
は
、

「無
理
の
な
い
、
明
る
く
、
楽
し
い
活

動
」
を
基
本
方
針
と
し
て
三
十
八
名
で
発
足
し
、
現

在
は
四
十
名
前
後
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。毎
年
度
当
初
の
総
会
で
年
間
の
活
動
計
画
を
策
定

し
、
各
会
員
は
最
低

一
回
は
い
ず
れ
か
の
活
動
に
参

加
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
毎
年
継
続
し
て
い
る
主
な
活
動
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

☆
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
支
店
構
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る

「

慰
霊
碑
」

（昭
和
二
十
年
四
月
二
十
六
日
、
米
軍

空
襲
時
に
電
話
交
換
室

へ
の
直
撃
被
弾
で
作
業
中

殉
職
し
た
女
子
職
員
十
名
の
慰
霊
碑
）
の
周
辺
部

並
び
に
今
治
支
店
構
内
の
植
栽
樹
の
剪
定
手
入
れ

。
清
掃

。
消
毒
な
ど
。

☆
　
今
治
市
内
の
知
的
障
害
児
通
園
施
設

「ひ
よ
こ

園
」
が
毎
年
八
月
に
行

っ
て
い
る

「夜
市
」
の
運

営
の
支
援
活
動
と
し
て
、
会
場
の
設
営

・
撤
収
や

警
備

・
交
通
整
理
な
ど
の
ほ
か
、
屋
台

（焼
き
そ

ば
店
）
の
協
賛
出
店
、
障
害
児
に
対
す
る
お
金
の

使
い
方
の
指
導

。
教
育
や
、
遊
び

コ
ー
ナ
で
の
金

魚
す
く
い
や
風
船
吊
り
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
指
導
な

ど
。

☆
　
平
成
十

一
年
に
開
通
し
た

「し
ま
な
み
海
道
」

の
開
通
前
イ
ベ
ン
ト
で
の
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

・
橋
上
パ
レ
‐
ド
な
ど
の
交
通
整
理

・
警
備

・
ガ

イ
ド
な
ど
の
協
力
を
行
い
、
そ
の
後
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

「橋
上
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

を
兼
ね
た
来
島
海
峡
大
橋

（馬
島
ま
で
）
の
橋
上

並
び
に
周
辺
部
の
清
掃

。
警
備
な
ど
。

そ
の
他
、
福
祉
関
係
団
体
等
か
ら
要
請
の
あ
る
単

発
各
種
行
事

。
イ
ベ
ン
ト
な
ど

へ
支
援
参
加
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
で
き
る
範
囲
内
で
の
活
動
を
継
続
し
て

行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

や
ま
も
も
句
会

　

　

（高
知
）
安
村
　
淑

（高
知
市
）

有
為
転
変
は
世
の
習
い
、
昭
和
五
十
四
年
の
発
会

時
に
は
三
十
人
ち
か
く
い
た
会
員
も
次
第
に
減
少
、

現
在
は
十
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
以
来
二
十
三
年
有

余
、　
一
度
も
休
会
す
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
り
ま
し

た
。毎
月
第
二
金
曜
日
を
定
例
句
会
日
と
し
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「お
び
や
ま
ち
」
で
、
ま
た
、
年
に
何
回
か
は

黒
潮
踊
る
桂
浜
、
又
は
新
緑
の
仁
淀
川
畔
な
ど

へ
吟

行
し
作
旬
に
励
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
発
行
の
会
報
も

五
月
を
以
て
三
百
七
十
九
号

（
こ
れ
も

一
回
も
欠
号

せ
ず
）
と
な
り
ま
し
た
。

花
が
咲
け
ば
俳
句
、
雨
が
降

っ
て
も
俳
句
と
、
お

か
げ
さ
ま
で
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
を
楽
し
み
な
が

ら
、
お
互
い
の
絆
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
俳
句
は
道

具
も
元
手
も
い
ら
ず
、
我
が
身
が
何
処
に
在
ろ
う
と

も
、
た
だ
、
心
持
ち
だ
け
を
、
流
れ
る
雲
に
預
け
、

道
の
辺
の
草
を
楽
し
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
人
生
を
瑞
々
し
い
思
い
を
持
ち

つ

づ
け
、

「や
ま
も
も
句
会
」
を
大
切
に
続
け
て
い
き

ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
も
、
是
非
、
句
会
に
参
加
さ
れ
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
よ
う
に
、
頭
の
運
動
を

な
さ
い
ま
せ
ん
か
。

(写真上)来
島海峡大橋の

清掃・警備活

動への参加者

(写真下)
「ひよこ園」
の夜市

―- 13 -―
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（
「サ
ー
ク
ル
紹
介
」
の
続
き
）

愛
媛
囲
碁
同
好
会

　

（愛
媛
）

菅
　
常

一

（松
山
市
）

「碁
打
ち
は
親
の
死
に
目
に
あ
え
な
い
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
将
軍
の
上
覧
に
供

す
る
た
め
の
御
前
試
合

に
、
あ
ら
か
じ
め
寺
社
奉
行

の
役
宅
な
ど
で
数
日
間
か
け
て
打
た
れ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
そ
の
試
合
の
期
間
中
は
い
っ
さ
い
外
出
禁

止
と
な

っ
て
い
た
た
め
言
わ
れ
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
は
、
も
う
死
語
と
な

っ
て
い

る
筈
で
す
が
、
現
在
で
も
大
事
な
用
事
を
二
の
次
に

し
て
碁
仇
と
熱
戦
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
さ
ま
を
表

す
言
葉
と
し
て
ま
だ
ま
だ
生
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
愛
媛
囲
碁
同
好
会
も
、
こ
の
よ
う
に
囲
碁

を
愛
し
た
諸
先
輩
の
お
骨
折
り
に
よ

っ
て
、
昭
和
五

十
五
年
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
二
十
二
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
の
都
合
か
ら
、
偶
数
月
の
第
四
土
曜

日
に
囲
碁
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
サ

ロ
ン

の
洋
室
の
ほ
う
は
午
後

一
時
過
ぎ
と
も
な
る
と
、
毎

日
、
十
組
近
い
愛
好
家
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
相
手

を
選
ん
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ま
す
。
特
定
の

指
導
者
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
毎
日
の

練
習
の
ほ
う
が
主
で
、
二
か
月
に

一
回
の
囲
碁
大
会

は
練
習
の
成
果
を
は
か
る
従
の
立
場
に
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
松
山
市

の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
、
三
階
の
大
広
間
が
娯

楽
室
と
し
て
提
供
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
毎
日
十
二

時
半
頃
に
な
る
と
入
回
の
板
の
間
ま
で
ギ

ッ
シ
リ
と

碁
盤
が
並
べ
ら
れ
、
入
る
余
地
も
な
い
ほ
ど
の
盛
況

）

で
す
。
こ
こ
の
会
員
に
な
る
と
、
特
定
の
期
間
内
に

あ
る
規
定
以
上
の
対
局
数
を
消
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
休
む
間
も
な
く
次
々
に
声
が
か
か
り
ま

す
。
体
力

・
気
力
の
あ
る
方
に
は
お
す
す
め
で
、
わ

が
同
好
会
の
中
で
も
数
名
の
方
が
入
会
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
現
在
、
同
好
会
の
会
員
数
は
公
称
八
十
五
名
。
囲

碁
大
会
出
席
者
も
平
成
十
年
四
月
に
実
施
し
た
第
百

回
記
念
大
会
で
五
十
三
名
の
ピ
ー
ク
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
最
近
は
会
員
の
高
齢
化
の
た
め
漸
次
減
少
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

偶
数
月
の
第
四
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
囲
碁
大

会
は
、
入
会
金
も
年
会
費
も
不
要
で
、
出
席
の
事
前

連
絡
と
当
日
の
参
加
費
用
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
く

だ
け
の
気
楽
な
会
で
す
。
囲
碁
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（連
絡
先
　
容
　
〇
八
九
―
九
二
四
―
五
三
三
八
）

（
フて
の
９
し
）

「
Ｎ

Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
四
国
」

ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ

い

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト

四
国

」
は
、

Ｏ
Ｂ

の
皆

さ
ん

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や

テ
ル
ウ

ェ

ル
及
び
電
友
会
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
伝
え

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
　
↑
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
の
ご
尽
力
で
、
平
成

十
二
年
十
月
二
十
三
日
の
電
信
電
話
記
念
日
に
オ
ー

プ

ン
し
た
も
の
で
す
）
。

最
近
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
情
報
の
中
に
は
、
新
し
い
事
業

運
営
体
制
と
な

っ
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
長

を
は
じ
め
、
新
設
三
社

（
帥
Ｎ
Ｔ
Ｔ

マ

‐ケ
テ
ィ
ン

グ
ア
ク
ト
四
国
、
ｍ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
、
欄

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ
エ
四
国
）
の
社
長
が
顔
写

真
入
り
で
抱
負
を
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
今
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
ど
の
よ
う
な
動
き

を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
情
報
が
満
載
で
す
。

次
に
、
電
友
会
か
ら
は
、
事
務
局
か
ら
の
情
報
の

ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
敬

弔
の
お
知
ら
せ
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
友
会
の
ぺ
―
ジ
か
ら
四
国
四
県
の
電
友

会
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
次
の
と
お
り
で
す
）
。

，
一
け
ｏ
一
＼
＼
‘
‘
１
　
つ
一
一
ｌ
ｏ
σ
・

∞
Ｆ

」
υ
＼

「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」

へ
ど
う
ぞ

―
―

各
県
の
愛
好
会
で
会
員
募
集
中

―
―

パ
ソ
コ
ン
に
関
心
が
あ
る
Ｏ
Ｂ
の
人
達
が
、
各
県

ご
と
に

「イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
」

（名
称
は
県

に
よ

っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
）
を
作

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
愛
好
会
で
は
、
ま
さ
し
く

”同
好
の

士
“
が
お
互
い
に
教
え
た
り
教
わ

っ
た
り
、
メ
ー
ル

交
換
を
し
た
り
等
パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

愛
好
会
に
入

っ
て
、
楽
し
み
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（年
会
費
は
お
安
い
も
の
で

す
）
。

（連
絡
先
）

各
県
の
電
友
会
事
務
局

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

（愛
好
会

へ
取
り
次
ぎ
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
ど

う
ぞ
）
ｃ
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眉
　
秋
　
俳
　
句
　
△
〓

（徳
島
）

角
野
　
清
剛

春
の
夜
や
老
い
て
は
夢
の
小
さ
く
な
る
加
冶
　
道
子

露
天
風
呂
風
の
向
う
の
山
笑
う

原
　
　
雅
峰

草
笛
を
吹
き
し
思
い
出
下
校
道

日
開
　
桃
花

野
莉
の

一
叢
大
河
波
立
て
る

山
田
ま
さ
よ

茶
の
花
の
果
て
な
き
道
も
日
暮
か
な

湯
村
二
条
子

海
苔
竹
を

一
斉
に
抜
く
汐
千
潟

吉
田
ふ
じ
子

苗
植
え
る
故
郷

へ
の
思
い
限
り
無
く

和
田
と
も
子

桜
蕊
散
り
敷
く
園
の
薄
明
り

長
島
　
正
雅

万
緑
に
夜
来

の
雨
の
あ
が
り
け
り

次
の
方
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

一

伊
予
の
奇
祭
と
し
て
百
年
以
上
も
守
り

つ
が
れ
て
い

る
行
事
で
、
こ
の
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
が

、
少
年
と
早
乙
女
に
よ
る

「お
田
植
え
」
で
す
。

毎
年
七
月
の
第

一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第

一
一
九
号

発
行
　
　
平
成
十
四
年
七
月

一
日

編
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
―
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電
話
　
　
〇
八
九
―
九
二
六
―
二
〇
二
三

印
刷
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社

螺
驀
令
旭
身

正
五
位
勲
五
等
旭
日
寝
有

森
　
　
友
春
様

佐
野
　
儀
則
様

久
武
　
善
尚
様

故
人
の
お
名
前

青
山
　
金
治
様

岡
　
　
要
子
様

古
塚
　
亀
雄
様

松
田
　
春
信
様

荒
屋
敷
広
治
様

渡
部
　
儀
平
様

梶
村
　
智
子
様

岡
田
　
照
正
様

磯
崎
チ
カ
子
様

久
武
　
善
尚
様

熊
　
時
二
郎
様

岡
林

　

一
貴
様

芳
川
　
尊
則
様

刈
谷
　
晴
昭
様

馬
木

　

一
夫
様

吉
田
　
良
馬
様

岡
本
慶
四
郎
様

日
下
　
文
子
様

毛
利
　
正
雄
様

お
田
植
え

竹
内
　
弘
征

（
松
山
市
）

東
宇
和
郡
城
川
町
の

「ど
ろ
ん
こ
祭
り
」
は
、

14141414141414141414141414141414141414

6666655555544444433

21 12 9 3 328272520 9 52720131211113029日

97757888796970679577697562858097916689
吉
子
午

Ｔ
　

ル
笠

別

の

居

住

地

鳴
門
市
　
　
▽
平
成
十

一
年
か
ら
三
年
間
，
電
友
会
四
国
地
方
本

中
村
市
　
　
部
事
務
局
長
を
担
当
さ
れ
た
松
本
良
雄
氏
が
、
五
月

高
松
市
　
　
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

松
山
市
　
　
　
そ
の
前
の
二
年
間
の
愛
媛
電
友
会
事
務
局
長
か
ら

多
度
津
町
　
通
算
し
て
五
年
間
、
電
友
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
関
係
の

松
山
市
　
　
活
動
の
基
盤
づ
く
り
か
ら
タ

ッ
チ
さ
れ
、
今
日
の
形

高
松
市
　
　
に
さ
れ
る
な
ど
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

松
山
市
　
　
▽
会
報

一
一
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
ほ
ぼ

一
ヵ
月

多
度
津
町
　
間
、
に
わ
か
サ

ッ
カ
ー
フ
ア
ン
に
な

っ
て
、
ワ
ー
ル

高
知
市
　
　
ド
サ

ッ
カ
ー
の
嵐
を
感
じ
な
が
ら
、
初
め
て
の
会
報

松
山
市
　
　
の
編
集
で
し
た
が
、
な
か
な
か

”ゴ
ー
ル
“
に
な
ら

杜
佐
清
水
　
ず
や
き
も
き
し
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

阿
南
市
　
　
▽

「私
は
今
」
の
ペ
ー
ジ
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

伊
野
町
　
　
方
の
近
況
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
、
行
数

・
字
数
と

鴨
島
町
　
　
も
多
く
し
た
版
と
し
ま
し
た
。
ご
了
解
願
い
ま
す
。

須
崎
市
　
　
▽
夏
本
番
を
迎
え
ま
す
。
皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

松
山
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（稲
毛
）

徳
島
市

松
山
市

奥
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NTT
西日本

CHANGE to CHANCE

CHANGE to CHANCE
チェンジこそ、チャンスヘの鍵でした。

5月 1日、四国エリアを統括するNTT西 日本愛媛支店と、新たに誕生した「 NTTマーケティングアクト四国」、

「NTTネオメイト四国」、「NTTビシネスアソシエ四国」が協力・連携し、新しいフォーメーションで、より地域に

密着した営業・サービスを展開いたします。

店

店

店

店
順
賊
賊

肢廃
愛 四国エリアに所在するNTT西 日本グループ会社を統括し、情報通信事業の安定した運営と

サービス提供を行うとともに、T社会の実現に向けて、機動的な事業運営を行います。

NTTマーケティングアクト四国
NTTが培ってきた情報通信サービス・システムのノウハウを受け継ぎ、お客様のビジネスに最適な

ソリューションをご提案・ご提供するとともに、NTT西 日本愛媛支店から委託される116セ ンタ等の

お客様サービス業務を行います。

NTTネ オメイト四国
NTT ME四国およびNTT西 日本の電気通信設備にかかわるメンテナンス・オベレーション・エンジ

エアリング等のノウハウを受け継ぎ、NTT西 日本愛媛支店から委託される設備系ビジネスとともに、

ITビジネスを行います。

NTTビシネスアツシエ四国
NTT西 日本愛媛支店から委託される総務、人事、経理業務等を行うとともにこれらのスキル

ノウハウを活かしたサービスの提供を行います。
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